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レジャー志向性尺疫の開発に関する研究 (2)

一多様な大学生における調査データから志向性尺度の今後を展望する-
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自 的

団塊世代の大決退職の時期を迎えている今日，中高年層の第二の人生とりわけ，レジャーの商での充

実に対する社会の関心は，より一層高まってきているように思われる。しかし，レジャー研究の成果は

艮下のところ，未だその祉会的ニーズに十分応えうるところまで来ていないとも、うのが実情である。個

人のレジャ一生活の充実を支援してし、くための第一歩は，現時点での各個人のレジャー生活の実情，お

よびレジャーに対するf街宣や動機づけなどを総併句に診断・詳細ずることであり，その後，その個人を

より良い方向へと導くべく，情報や助言，兵体的支援策の提供がなされるというのが，効果的なプロセ

スといえるのではないだろうヵ、この成人へのレジャー教育ともいうべく啓発のプロセスは，非常に案

要であるにもかかわらず，実蹴句な面での具体的対去論に関しては，未だ第1のステップへの糸口すら

見つけられない状況である。そこで，私達研究グループはそのような遠大な毘擦の下，成人のより良い

レジャー生活に向けての診断，そして方向性の提示，助言などiこ利用しうる診断ツールを開発し，有用

なツールを醤積していくとし、う意図をもって研究に着手した。

先の「レジャー志向性尺度の開発に関する研究J(佐橋・多留， 20郎)では，レジャー生活の診断・評

価にあたり，忘向性という概念に肴目し，この志向性からどれだけレジャー生活全般に関する有益な情

報を引き出せるかを，試験的にレジャー志向性尺度を作成，女子大学生に実施して検討した。そこでは，

レジャーにおける志向性は， r長期的展望一向上Jr活動性Jr主導性1r自然志向jr対人関係志向jの5

側面から把控することができ，これらの下位概念のうちとりわけ f主導性jや f長期的展望一向上Jr活

動性jの得点が，様々なレジャー領域への参加度から見たレジャースタイルや，内発的5財幾づけレベル，

退屈感や障害レベルの低さなどと密接な関係があることが明らかになり，志向性がレジャー参加の泣・

質符衝での有益な情報をもたらすことが実託された。しかし，この研究における知見は，あくまて勺女子

大学生に限られたものであり，次なる段階では，大学生でも，より多様な学校務(JJIJの大学生について再

度検討ずべき必要があった。また，志向性の把握にあたっても，より有効な下位概念があるかもしれず，

追加の調査と分析が必要と考えられた。

本報告を合fr一連の研究の長期目標lえできるかぎり広範な報告層，ライフスタイルをもっ人々のレ

ジャ一生活を糊依しうるような有効なレジャー生活診断ツールを，とりわけ，志向性という観点から開

発していくことであるが，ここでは先の調査研究を発展させて，専攻や共学/女子大等の学校概qの多

様性に配慮した上で，大学生というコンビニエンスサンプノレに対して尺度を実施して，尺度の構造，信

頼性・妥当性などを検討し，診断ツ}ノvfJH発・蓄積に資する基礎資料を得ょうとするものである。

方法

対象: 人文系女子大学，体育系単科大学，医療系(看護)大学に逐う男女大学生。

調査手続き: 各大学において，調査者が担当する授業時間に『余暇生活に関する調査』と題された調

査i?iを艶布・実絡し，授業時間内に間収した。

有効回答: 志向性尺度を恥心に，その他いくつかの尺度において回答に不備があったものを除井した
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結果，分析に用いることができた有効票は女子大では 161件，体育大 173件，看護大80件であった。

質問紙の構成: ①レジャースタイノレを様々な活動領域における参加度働度)や時間使用の全体的パ

ターンから明らかにするためのレジャー千活情録(LeisureBehavior Inventories) ，②レジャー場

磁における各個人の内発的動機づけ傾向告と測定するためのレジャー内発的動機づけ尺度

(曹eissinger晶Bandalos，1995) ，@同じく億人差としてのレジャーにおける退屈感応伎を見るため

の退屈感尺度(I鈎』必lo1a晶曹eissinger，1990)，④レジャーにおける阻害重要閣の認知度 [LDBUsers 

Man閣l(曹itt & E11 is， 1飽8))，③レジャ一生活満足度，⑤全般的問11もeingを測定するためのPIL

テスト(Purposein Life Part-A)および充実感尺度(大野， 1984)等が，主たる調査内察であった。

レジャー志向性尺度 32項隠からなり，各項目ともレジャー場面における考え方，行動鎖向を表す内

容的に相反する2つの文尊重 fAOOニニムニJrBO♀斗ぷjが示されているα これらについて，自分の

考えや行動に総当する程度を rAJ rどちらかといえばAjrどちらかといえばBjfBjで回答する。

分析: 忘向性尺度の反応結果に対し関子分析等念行って，尺度の燐造を今一度明らかにするとともに，

志向性尺度の得点に基づいてクラスタ}分析を行うことによって，サンプル全体をレジャ}志向性

に関して何らかの特徴を示すいくつかのグループに分類することを試みる。このセグメンテーショ

ンにより，どのような志向上の特徴をもったグル{プが存在するのかを探るとともに，各グループ

のレジャー参加度や質的な弱での充実などの有益情報が引き出せるかどうか，検討を試みる。

結果と考察

1 レジャー志向性尺度の機造

志向性尺度の構造を確認するために，まず 3校による統合データを用いて基本統計放を算出，閤子

分析を行った俵1)。学校糊1)ごとの分析結果は級協の都合上掲載できなし、が，基料ぢlこは表1に示さ

れた6因子{視点)が安定的に確認されたといってよいであろう。とはいえ，各国子への帰属・該当項

隠の数が歩~異なったり，想定外因子への寄与や予期せぬ因子の絡会といった現象が歩~.見られた。

女子大学生における因子分析の結果は 3グループ中で最も全サンプル分析の結果と類似していた。

すなわち，会サンプルによる分析結果は，女子大学生の特徴が最も色濃く反映されたものであるという

ことがいえる。体育専攻学生では，表 1で f活動性j因子に該当している8項目のうち，外出傾向など

の“社針令行動画での活掛金"を表す重要素 (4項自)が f対人関係志向j と結合してし、る点と，それ以

外の f暗活鍬き全如主幻J4項臼一身体箇での活動性を意味する一がさらに2つに分隊しているという

であつた。体育専攻生であるとれしい、うことが'身僻句枕な活樹吏杭に関して， さらに細かい分類(日常レベル.

の身体活動性とより高レベルの身体活動性)を生じさせているところが非常に夙場探川看護大生の分

析結果は，サンプルサイズが酔80と大きくないことが原関してか，あるいは専攻分野の特殊性によるも

のなのか，若手解釈の難しいところもあった。

表1の念体分析の結果を見ると，先の研究で抽出された5顕子が本分析においても議官草されたことか

ら， r長期的展望・向上Jr茶摘制金Jr対人関係J志向Jr主導性Jr自然志向Jの5園子の安定性が示された

といえるであろう。とともに，本調王まから新しく追加した f利他主義j項目についても，これらが志向

性概念会構成する第6の要素であることも磁憾できた。また，岡子ごとの信頼性係数は， α=.814-.酪 l

であり，各下位尺度の内的一良性は十分に高いと考えられる。

2. レジャー診断ツールとしての志向性尺獲の有効性

各志向性下位尺度(表 1を最終解とした)の得点をもとにクラスター分析を実施して，どのような特

徴を示すグ/いープが糊1)されるかを検討した。さらに，そのセグメンテーショングfレープごとに，レジ
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ャースタイル，レジャーにおける内発的動機づけ，退屈皮Lレジャー阻害などのレジャー関連変数なら

びに生活全般にわたる附ll-beingレベルの比較を試みた。レジャー関連変数やwell市 being変数に関し

て，グループ問で何らかの差異が一貫した特徴的ノ号ターンで示されるのであれば，志向性尺震が各偶人

のレジャ一生活を診断するツールとして，ある程度有効であるとし、うことが示唆されるものと思われる。

国1は，階溺クラスター分析を行って，試みに4グループにセグメンテーションした場合の，各グル

ープの志向性における特徴を表している。それぞれのグループに左から， ri向機型Jr発散型Jr準鴻応一

自己啓発型Jr最適製jなどと名づけることが可能かもしれなし、 f発散型j とは，活動的で人とのつき

あいを好む向社会的な人であるが，短期的・今ここでの楽しみを追及する傾向が強く，長期的展望iこ立

ってa分の将来のために努力するという発想に欠けている。これに対して， r準適応一自己務発型JIま，

自分の将来安見据えて行動する人で向上心が強い。しかし，人とのつきあいがf苦手な人でもある。

表21ま， 4つのセグメンテーショングル{プのレジャー生活の主主・質問函での犠紙生活錦支の質を

比較し閥均句に表現したものである。表2より，とりわけ f最適型j と f消極怨Jの関には，レジャ

…生活の様々 な1JtIJ鼠ならびに生活全般の質的側面において顕著な差異が存在しており，レジャー志向
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ぬ1(191) clu2(t41) ckJ3(鈎 "lu4(31)

図1 各クラスターにおけるレジャーa;;向性のパターン

出こは，レジャー生活の放と質，生活剣交の質に関 舵レジャ-l1li航費量および糊11制 i"g酬のグループ郷土t憲章の蜘

して，個々のサンプルをj蝋序づけ，マッピングする clul(I91) clu2(141} clu3(5O) CI同(31)

機能があることが示された。そして，これら4タイ
満額量産 集散豊富 準適応獲 量量適型

レジヤ叩ス11イル
プの存在は，充実したレジャー生活を構築していく .. 軍事・スポーツ A A 。 。

際の，経時的な発達プロセスをも表しているように
外Ili A O O 。
社交 A O O 。

J思われる。つまり，未発達な段階の f消栂型jから， パフォーマンス A A O A 
教..学書留 O O 。 O 

f発散型jあるいは f準適応型jを経て(これらの パソコン O O O 。
アウトドア A A A 。

どちらに進むのかは傍人的特性の影響が大と考えら 社会的活動 A A d. O 

れるが)，最終的に f嫡型jに奈るという向上プロ ω 禁問 A O O 。
O O 。 。

セスを辿ると考えることができる このレジャー発 内発的動強づけ A 。 O 。
。 退局.(軍軍} A 。 。 。

遼モデルは，現在偶人がどの発展レベルの途上にあ 箆生受活5充2匁実感はL向日…"
A 0 0 。
A O O 。

るのかということを診断する際の枠組みとして利用 生きがい豊島 A 。 O 。

できるものと思われる。 e..f曹 A A O 。
。.レベル O'*'レベル A低レベル A事告し〈鉱レKJI-

55 




